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１．はじめに

　現在、「なまずの会」には２０名の

観測会員がおり、神奈川県を中心

に全国２０ヶ所で地下水位等の観測

が続けられています（図１、表１）。

観測した結果は、通信はがきなど

により事務局（温泉地学研究所）

に送られてきます。また、日常の

観測において会員が異常を感じた

時には、通信はがきにコメントを

記入したり、直接電話で連絡をい

ただくようになっています。会員

から送られてきた観測データは直

ちにコンピュータ入力し、グラフ

化して異常な変化が観測されてい

ないか検討します。

　本報告では、会員の方々から送

られてきた観測データに基づいて

作成した２００５（平成１７）年の地下水

位観測結果をグラフ化して示して

あります。グラフには水位の変化

に影響を与える気圧と雨量をあわ

せて表示しました。

２．観測井の水位変化の特徴

　各観測井は、井戸の深度、設置状況、周辺の地形や降雨の影響の現れ方などによって、

それぞれ違った水位変化が観測されます。これまでの観測結果から、このようなそれぞれ

の観測井ごとの特徴を、おおよそ次の３種類に分類できます（代田ほか、２００２、２００３）。

タイプＡ；　 降雨に対して敏感な井戸で、雨が降るとすぐに水位が上昇し、雨がやむと

低下する

タイプＢ；　 少量の雨では水位が上昇しないが、多量の雨が降ると上昇する

タイプＣ；　 季節的な変化（年周変化）はあるが、降雨による水位変化がほとんど見られ

ないタイプ

＊   神奈川県温泉地学研究所　〒２５０‐００３１　神奈川県小田原市入生田５８６
報告，神奈川県温泉地学研究所観測だより，通巻第５６号，２９‐４２，２００６．

「なまずの会」地下水位等観測結果（２００５年）

原田昌武＊、伊東　博＊、板寺一洋＊

図１　地下水位等観測井の分布
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なお、各観測井のタイプについては、表１に示してあります。

　２００５（平成１７）年の観測結果をみると、各観測井とも、ほぼ例年通り、それぞれのタイプ

別の特徴が水位変化にみられました。気象庁統計情報に掲載された過去の台風の統計資料

（������������	�	�
���
���
�����
�
�������������	
���
�）によれば、２００５年に日本に上陸

した台風は３つで、そのうち２つが関東に上陸した台風７号（７月下旬）と台風１１号（８月

下旬）でした。このときの降雨により、神奈川県伊勢原市（０２７、０９６）、埼玉県の新座市（１７３）、

東京都の品川区（３３６）や八王子市（３８４）などで顕著な水位の上昇が認められます。台風に限

らず、グラフ上で数十ｍｍ以上の降雨が記録されている日には秋田県由利本庄市（１７０）や静

岡県浜松市（３７０）、兵庫県丹波市（４３３）などで水位の上昇が観測されるなど、多量の雨が短

時間に集中する場合には、ほとんどの井戸に影響することがわかります。一方、２００５（平成

１７）年１１－１２月にかけては降水量が少なく、この時期には多くの観測井で水位が減少傾向

にあることがわかります。

　また、ほとんどの観測井は降雨の影響を受けながらも年間をとおしてほぼ一定の水位な

のですが、観測井Ｎｏ．３２８（神奈川県小田原市）では１年間で２ｍ程度の水位低下が観測され

ています。観測井Ｎｏ．３２８のこれまでの水位変化を見ると（代田ほか、２００２；代田ほか、

２００３；原田ほか、２００４；原田ほか、２００５）、２００１年から２００３年までの３年間連続して年間０．６

ｍ程度の水位低下が、２００４年は１ｍ程度の水位低下が観測されています。今のところこの原

因はわかりませんが、注意深く見守る必要があるでしょう。

３．水位変化と地震との関係

　２００５（平成１７）年に発生した地震のうち、東京と横浜がともに有感となった地震の一覧を

表２に示します。地震の数は昨年（４４回）と比べて多くなっています（今年は６０回）。これら

の地震のうち、

・震源の深さが３００ｋｍより浅い

・マグニチュード（以下、「Ｍ」と表記）６以上

・東京または横浜のどちらかが震度３以上

の全ての条件を満たす地震を表中では網掛に、また、水位変化グラフには矢印で示してあ

ります。

　表１　「なまずの会」観測井一覧
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　いくつかの観測井では、これらの地震に前後して急激な水位変化が観測されています。

しかし、ほぼ同時期に雨が降っており、それぞれの水位変化の特徴から降雨の影響による

ものであると考えられます。２００５（平成１７）年全体を通して、明らかに地震の前兆と判断さ

れる水位変化は認められませんでした。
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 　表２　東京、横浜が共に有感の地震と、異常変化の有無（２００５（平成１７）年１月～１２月まで）
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